
組織名

１　組織概要

所在地

TEL

FAX

URL

e-mail

設立

設置都市等

代表者

２　組織動向

（１）沿革

設置経緯

見直しの動向

役割（2016年時点）

（２）　組織体制

常勤職員数 人

うち常勤研究員数 人
非常勤研究員数 16 人

庶務体制

市民参加、外部連携

（３）会計

会計規模※人件費・間接費（オフィス賃借料、水道光熱費等）は含まない

2016年度予算 千円
2015年度決算 千円
2014年度決算 千円

順位
1位
2位
3位
4位
順位
1位
2位
3位
4位

収入種別

専門性確保に関する特徴
（複数選択可）

・専従者なし。テーマごとにテーマを所管する部署に事務局を設け、日程調整や会議資料の準備
などを行う。

0

自治体の内部組織以外の団
体の場合の事業活動収入の
主な内訳
（多い順に選択）

自治体の内部組織の場合の
事業活動収入の主な内訳
（多い順に選択）

駒ヶ根市政策研究所（事務局：駒ヶ根市役所企画振興課）

0265-83-4348

駒ヶ根市

駒ヶ根副市長　堀内　秀（所長）

○市長の選挙公約のひとつで、市の課題や政策について、市民と職員が一緒になって調査・研
究し、施策や事業を提案していただくための組織として設置
○要綱設置
○平成28年6月設置

○主に施策や事業の提案（当初予算や３か年実施計画など）

１　自治体の内部組織

６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 

駒ヶ根市赤須町20番1号

0265-83-2111（代）

1. 設置部局の予算

平成28年

２　常設の任意団体（提言等を行う会議体型の団体も含む）

700
0

・市民委員として参加していただいてる。1テーマにつき、4人の市民委員をお願いしている。
（平成28年度中は、４つのテーマを設定）

７　特に行っていない　
６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 

５　広域連合

設置形態（択一）
４　大学の附置機関
３　公益法人（財団法人・社団法人）

収入種別

１　専門的な知識を有した研究員の採用　　
２　外部有識者の活用(１を除く)　     
３　大学・非営利活動法人等と連携した研究の実施　　
４　設置市の企画部署と連携した研究の実施　　　　　
５　設置市の関係部署と連携した研究の実施　　　　　
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３　活動動向

（１）活動実績
調査研究の概要

（研究成果を閲覧できる機関（国会図書館等）やURLがあ
る場合は末尾に記入）

過去3年間の研究実績
（成果物ベース）

定期刊行物

（２）活動のマネジメント状況

４　特記事項

研究員の業務分担

研究員の専門性
育成の手立て

研究員のキャリアパス等

その他

ウ　活動の評価とその反映
（複数選択可）

３　外部有識者から評価を受けている(２を除く)　

５  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
７　特に行っていない　

2016年（平成28年）スタートなので、特に成果物はなし。

３　設置市の庁内の広範囲に、成果物を配布する
４  報告会を実施する
５　日常的活動を、ＨＰ・メールマガジン・ニューズレター等で周知する

ア　テーマ決定
（複数選択可）

調査研究名
（国の法令により義務づけられている調査で、自治体の政
策の形成や問題の解決のために活用しないものは除く）

４　貴団体・組織で自ら発案(３を除く)

１　設置市からの要請　

１　設置市の議員や幹部職員に、報告や提言を行う
５　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

○特になし

４　報告会・アンケート等の機会を設けて、評価を受けている  

２　外部有識者等からの助言・示唆
３　貴団体・組織で、設置市の総合計画等に明記された重要課題から選択　

６　特にそういう機会はない

２  設置市の関係部署に、報告や提言を行う

２　運営委員会等、貴団体・組織の運営に関わる機関から評価を受けている

駒ヶ根高原「子育ての森」エリアの中にある観
光施設や民間の子育て施設を有機的に連携
づけ、屋内型遊びの施設や交流企画を検討
し、事業の具体化を目指します。

駒ヶ根市の魅力や「駒ヶ根ブランド」を国内外
へ発信し、「来てみたいまち」、「住んでみたい
まち」、「子育てしたいまちを目指すための戦略
を考える。

シティプロモーション戦略

市民がさらに運動、栄養、健診などに対する意
識を高め、健康習慣を実践して、健康長寿を２
歳延ばすことを目指す。

１　設置市の行政評価制度により評価を受けている

2016年度に実施した
調査研究
（1件につき1行で記入してく
ださい。）

中央アルプス山麓開発整備

現在までの提案内容を整理し、より具体的な構
想図を作成する。また、道路などについても、
具体的なルートを２案から３案作成する中で、
計画を一歩前に進め、より一層事業の具体化
を目指す。

イ　情報発信
（複数選択可）

駒ヶ根高原「子育ての森」活用整備

健康長寿日本一のまちづくり
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